
中近世移行期における城館遺構と
地域社会に関する研究

佛教大学大学院
　文学研究科歴史学専攻
　　高 屋 茂 男

博士学位請求論文
　指導教員　門田誠一

　論文題目





　目　　次

序　章　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　研究の目的　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１部　城館遺構の分析と大名勢力
第１章　畝状空堀群の研究史と視点　・・・・・・・・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　研究史の整理と問題点　・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第２節　畝状空堀群の年代観と分類に関する研究史　・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第２章　畝状空堀群の分類と構造　・・・・・・・・・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　畝状空堀群の構造　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第２節　時期ごとの遺構の変化　・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第３節　分布と地域性　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３章　畝状空堀群の地域的特質に関する検討　・・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　丹波・丹後における畝状空堀群　・・・・・・・・・・・・・
　第２節　出雲・石見における畝状空堀群　・・・・・・・・・・・・・
　第３節　畝状空堀群の分布と大名勢力　・・・・・・・・・・・・・・

第２部　中近世移行期における城館構成の変容と地域社会
第１章　丹波国何鹿郡上林谷における事例検討　・・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　上林地域の城館分布　・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第２節　日置谷城の構造と築城主体　・・・・・・・・・・・・・・・
　第３節　発掘調査成果からみた上林城の構造　・・・・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
4

8
8
8
12
16

19
19
19
27
30
33

48
48
48
53
57

76
76
77
86
88
91



第２章　丹波国船井郡園部における事例検討　・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　園部陣屋成立前史～中世薗部城の検討を通して～　・・・・・
　第２節　丹波宍人城と小出氏の園部入部　・・・・・・・・・・・・・
　第３節　中世における園部周辺諸村　・・・・・・・・・・・・・・・
　第４節　園部陣屋・町の成立　・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３章　山陰における織豊期城館の展開　・・・・・・・・・　　
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　山陰における織豊期城館と研究史　・・・・・・・・・・・・
　第２節　城郭の改修と維持～出雲真山城を事例に～　・・・・・・・・
　第 3 節　伯耆亀井山城の構造と意味　・・・・・・・・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第４章　出雲月山富田城の構造と位置付け　・・・・・・・・
　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第１節　遺構と形態　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第２節　石垣　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第３節　山中御殿の評価　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　第４節　城下からの視覚　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　おわりに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

終　章　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

引用・参考文献一覧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

初出一覧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

104
104
105
111
121
129
135

142
142
142
153
161
166

173
173
173
180
183
185
186

207

212

217



3

序　章



4

目

1

2

3

4



5

石

5

6

石

7

8



6

9

石

1　村田修三　1980
2　京都府教育委員会　2012、2013、2014、2015a、2015b
3　第１部第 2 章　畝状空堀群の分類と構造を参照
4　石田明夫　2017、水澤幸一　2017、内野和彦　2017、秋本哲治　2017、吉成承三　2017、岡寺
良　2017、高田徹　2017、三島正之　2017
5　高屋茂男　2001
6　綾部市教育委員会　1979、1980、1981、1982
7　高屋茂男　2015b
8　若江茂　1999、福島克彦　2005
9　米子市教育委員会　2017



7

第１部
　城館遺構の分析と大名勢力



8

１

1

１

城 前

2

3



9

城

4

5

6

7

8

9

11

12

13



10

14

15

16

17

18

石

石
19



11

21

22

23

24

25

26



２ 年 観 分類

27

28

29

31

32



13

33

34

35

36

分

石

37



14

38

39

41

42

43

44

45

46

47

48



15

49



16



17

1　伊藤正一　1977、中村修身　2000、西尾孝昌　2001、保角里志　2001、堀口健弐　2005、松岡
秀夫　1985
2　田中寅吉　1959、高屋茂男　2014 において研究史上に位置づけた。
3　高田徹　2016、高田徹　2017a、b
4　中世城郭研究会　1986
5　松岡秀夫　1985
6　中村修身　2000、岩崎健　2003、2004、2005
7　北垣聡一郎　1988
8　村田修三　1987b
9　北垣聡一郎　1992
10　千田嘉博　1990
11　松岡進　2000
12　高屋茂男　2002
13　松岡進　2004
14　城郭談話会　2004、福島克彦　1993
15　永惠裕和　2012
16　高田徹　2017
17　高屋茂男　2012
18　岡寺良　2012
19　高屋茂男　2015
20　内野和彦「奈良県下での畝状空堀群を有する城郭について」、秋本哲治「安芸毛利氏本拠地周辺に
おける連続空堀群の分布」、吉成承三「畝状竪堀群からみた四国の城館」、岡寺良「九州北部における畝
状空堀群の様相」、永惠裕和「畝状竪堀群の編年と課題」、中西義昌「畝状空堀群からみた「大名系城郭」
概念の再評価」、高田徹「近畿地方の畝状空堀群・畝状竪堀・連続竪堀」、三島正之「東国における多重
防御遺構の展開」の報告がなされ、その概要は『中世城郭研究』第 31 号　2017 において掲載されている。
21　高田徹　2017
22　堀口健弐　2005
23　西股総生　2002
24　松岡進　2002、遮断系技術として畝状空堀群を位置付け、在地系技術を畝状空堀群が代表すると
いう見方に対して、「地域に根差した自立的な領主たちの緊急の軍事力編成にとってとりわけ有効な技
術だったのであり、織豊系以外の技術的発展総体を代表したわけではない」指摘する。また「在地での
自生的な発展の全体像を得るためには、（中略）導入系の技術や、遮断系の技術の多様な開花も視野に
入れなければならない」とする。畝状空堀群を積極的に導入する地域とそうでない地域には、その地域
における政治状況、軍事的緊張など様々な要因が根源にあり、けして単純に大名勢力や在地のみに結び
付けられるものではない。
25　高屋茂男　2004、2013
26　高田徹　2017、兵庫県豊岡市坂津城での事例をあげ、西尾孝昌氏の先行図を高く評価しながらも、
地表面観察による縄張り図は、改善の余地が見られる点を指摘している。斜面部分の遺構は薮や足元が
不安定ということもあり、調査が難しい点もあり畝状空堀群の標準化の問題点である。
27　千田嘉博ほか　1993
28　伊藤正一　1984
29　中世城郭研究会　1986
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30　高屋茂男　2002
31　松岡進　2000
32　高田徹　2016
33　永惠裕和　2012
34　永惠裕和　2016
35　北垣聰一郎　1992
36　村田修三　1998
37　美作国の山城　2011
38　松岡秀夫　1985
39　中村修身　2000
40　寺井毅　1991
41　高屋茂男　2017a
42　岡寺良　2006
43　北垣聰一郎　1988
44　西尾孝昌　2001
45　高屋茂男　2004、福島克彦　2002
46　岡寺良　2006
47　吉成承三　2017
48　高屋茂男　2014、しかしながら時期の特定には畝状空堀群の年代と曲輪面での異なる可能性もあ
るため注意が必要である。
49　千田嘉博ほか　1993
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1　（財）北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室　1999
2　（財）静岡県埋蔵文化財研究所　2010
3　（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター　1999
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16　綾部市教育委員会　1980
17　（財）愛媛県埋蔵文化財調査センター　2002
18　広島県教育委員会　1977
19　北九州市教育委員会　2000
20　広島市教育委員会　1982
21　玄海町教育委員会　2003
22　福井県教育庁埋蔵文化財調査センター　2006
23　島根県教育委員会　1998
24　山根正明　1987、山根正明　1991
25　中井均　2009
26　吉野健志　2004
27　中世城郭研究　1986
28　高屋茂男　2004
29　中村修身　2000
30　千田嘉博　2000
31　中西義昌　2001
32　岡寺良　2006、2012
33　花本哲志　1997
34　寺井毅　1991
35　高屋茂男　2012
36　保角里志　2001
37　松岡進　2002
38　松田直則　2012
39　大久保健司　2010
40　数野雅彦　1999
41　福島克彦　2002・2009、高屋茂男　2014
42　京都府教育委員会　 2012
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43　永惠裕和　2012
44　福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 1998、近年では南洋一郎氏によって詳細な検討が行われており、
朝倉氏が一律に構築させたというより、滅亡後に一乗谷にいた前波吉継が、一斉蜂起によって押し寄せ
た一揆勢に対して籠城のために設けたとの見方も提示されている。
45　高屋茂男　2000a、2000b、2014b、2015a
46　西尾孝昌　2001
47　松岡秀夫 1985
48　中村修身　2000
49　中井均　1987
50　岡寺良　2017
51　岡寺良　2006
52　多田暢久　2009
53　森岡弘典　2009 の他、南洋一郎　2016 においても破城として畝状空堀群の使用を検討している。
54　村田修三　1987a
55　吉川弘文館　2001
56　堀口健弐　2005a
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（1）園田浦城跡

（1）園田浦城跡

（2）庵原城跡

（3）西本城跡
（２）庵原城跡

第１図　城館遺構図１
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（4）伴東城跡

（4）伴東城跡

（6）有井城跡

（5）三ツ城跡 （5）三ツ城跡

（7）西山城跡

第２図　城館遺構図２
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（8）伐株山城跡

（9）牛の皮城跡

（10）三の宮東城跡

（11）大俣城跡

（12）飯ノ山城跡

第３図　城館遺構図３
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（13）香春岳城跡

（14）石山城跡

（15）平山城跡

（15）平山城跡

第４図　城館遺構図４
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（16）城山城跡

（17）上林城跡（18）元城跡

（17）上林城跡（断面図）

第５図　城館遺構図５
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（23）三重山城跡

（22）高江城跡

（21）国重城跡

（20）長野城跡

（19）亀崎城跡

第６図　城館遺構図６



西本城跡

長野城跡

平山城跡

大俣城跡

香春岳城跡

牛の皮城跡

三の宮東城跡

2m 4m0

第７図　畝状空堀群断面図１
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伐株山城跡

庵原城跡

鶴尾山城跡

第８図　畝状空堀群断面図２
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三の宮東城跡（畝状空堀群上部の石積） 城山城跡
 （竪堀、横堀内部の集石）

大俣城跡
 （集石、土塁、柵）
　　※報告書をもとに改変

香春岳城跡（集石）
 ※報告書をもとに改変

元城跡
集石、横矢

石積

←畝状空堀群
集石

集石

土塁

柵

畝
状
空
堀
群

集石

小曲輪
と横矢

第６図第９図　畝状空堀群周辺における集石・柵・土塁
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城山城跡

出雲市

雲南市

松江市

安来市

宍道湖

第１０図　城山城跡位置図

第１１図　城山城遺構図
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第１２図　報告書で示された第１段階図 第１３図　報告書で示された第２段階図

第１５図　竪堀４・通路（横堀）内の
飛礫石の出土状況

第１４図　竪堀４内の飛礫石の出土状況
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0 40m

55504540

第１６図　第２段階縄張り図（改定）



48

３

1

2

3

4

石

１ け



49



50



51

5

6

7

8





53

２ 出 け

石

石
9

石

石

石

石

石



54

石

石

石

11

石



55

石

石



56

12

石

石

13

石

石

石
14

石

石

石 石
15

石

石

石 石



57

石

16

３ 分 大名

17

18

19

石

21

22



58

1　表１参照、山口県では 2017 年 3 月に長門国編、2018 年 3 月に周防国編が刊行され、すべての報
告が終了したが、今回の検討の中にはその成果を含めることができなかった。今後に期したい。
2　例えば神奈川県では西股総生・松岡 進・田嶌貴久美　2015、大阪府では中西裕樹　2015 などの
ように、多数の縄張り図を掲載している。
3　表 1 参照
4　近畿・中国地方では中西裕樹　2015、西尾孝昌著 　但馬歴史文化研究所編　2012、2013 などの
ように、個人による長年の成果の他、城郭談話会 2014、2015、2016、2017、2018 の取り組みでは
950 ヶ所の城館が掲載されている。これには現地を歩いて調査した各地の研究者の成果が集約されて
いる。また高橋成計　2018 では数多くの陣城が掲載され、陣城の特徴を導き出している。その他甲賀
市史編さん委員会　2010 のように自治体史の中でも城館を１巻で取り上げるものもあり、分布調査成
果を補っている。
5　京都府教育委員会　2013
6　城館名、位置については表２を参照
7　福島克彦　2002
8　八木城＝村田修三編　1987、八上城＝篠山市教育委員会　2003、黒井城＝春日町歴史民俗資料館　
1994
9　島根県教育委員会　1997、1998
10　高屋茂男編　2013、2017
11　高屋茂男編　2017
12　城館名、位置については表３を参照
13　高屋茂男編　2017
14　目次謙一　2012
15　数多くの研究があるが、例えば山本浩樹　2000 などに詳しい。
16　高屋茂男　2014
17　鳥取県教育委員会　2002、2004
18　山本浩樹　2007
19　広島県教育委員会　1993、1994、1995、1996
20　秋山伸隆　1998
21　橋本勝行　2004
22　美作国の山城　2011、高橋成計　2014 のほか、近年の調査状況については米田克彦氏からご教
示項いた。
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第１図　畝状空堀群の城の代表例



60

30m

第 2 図　梨子ヶ岡城
第３図　余部愛宕山城（高橋成計氏作図）

第４図　日置谷城
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第５図　位田城

第６図　宇谷城（高橋成計氏作図） 第７図　京田城（高橋成計氏作図）



第８図　栗城城 第９図　大戸城
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第１２図　嶋間城（福島克彦氏作図） 第１３図　桐村城

第１４図　大俣城
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第２８図　出雲・石見の畝状空堀群分布

第２７図　丹波・丹後の畝状空堀群分布



68

第２９図　近畿北部から中国地方の畝状空堀群分布　
　　　　　山口県はのぞく、岡山県は現段階で知りえたものをプロットした

第３０図　近畿北部から中国地方の畝状空堀群分布（ ）



69

全国城館分布調査報告書

番号 都道府県 文献名 西暦
1 北海道 都道府県別日本の中世城館調査報告書集成 １ 1983
2 青森県 青森県の中世城館 : 青森県文化財調査報告書 1983
3 岩手県 岩手県文化財調査報告書 第 82 集 ( 岩手県中世城

館跡分布調査報告書 )
1986

4 宮城県
5 秋田県 秋田県文化財調査報告書 第 86 集 ( 秋田県の中世

城館
1981

6 山形県 山形県中世城館遺跡調査報告書 : 置賜地域 第１集 1995
7 山形県 山形県中世城館遺跡調査報告書 第２集（村山地区）1998
8 山形県 山形県中世城館遺跡調査報告書 第３集（庄内・最

上地区）
1997

9 福島県 福島県文化財調査報告書 第 197 集 ( 福島県の中世
城館跡 )

1988

10 茨城県
11 栃木県 栃木県の中世城館跡 1982
12 群馬県 群馬県の中世城館跡 1989
13 埼玉県 中世の城館跡 埼玉県北足立・南埼玉・北葛飾地方 1990
14 埼玉県 中世の城館跡 埼玉県入間・比企地方 1987
15 埼玉県 中世の城館跡 埼玉県大里・北埼玉地方 1989
16 埼玉県 中世の城館跡 埼玉県秩父・児玉地方 1988
17 千葉県 千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書　１　

旧下総国地域
1995

18 千葉県 千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書　２　
旧上総・安房国地域

1996

19 東京都 東京都の中世城館 2006
20 神奈川県
21 新潟県 新潟県中世城館跡等分布調査報告書 1987
22 富山県 富山県中世城館遺跡総合調査報告書 2006
23 石川県 石川県中世城館跡調査報告書　1 2002
24 石川県 石川県中世城館跡調査報告書　2 2006
25 石川県 石川県中世城館跡調査報告書　3 2004
26 福井県 福井県の中・近世城館跡（福井県立朝倉氏遺跡資

料館）
1987

27 福井県 若狭の中世城館 1979
28 山梨県 山梨県の中世城館跡 : 分布調査報告書 1986
29 長野県 長野県の中世城館跡 1983
30 岐阜県 岐阜県中世城館跡総合調査報告書　第 1 集 2002
31 岐阜県 岐阜県中世城館跡総合調査報告書　第 2 集 2003
32 岐阜県 岐阜県中世城館跡総合調査報告書　第 3 集 2004
33 岐阜県 岐阜県中世城館跡総合調査報告書　第 4 集 2005
34 静岡県 静岡県文化財調査報告書 . 第 23 集 ( 静岡県の中世

城館跡
1981

35 愛知県 愛知県中世城館跡調査報告 . 1( 尾張地区 ) 1991
36 愛知県 愛知県中世城館跡調査報告 . 2( 西三河 ) 1994
37 愛知県 愛知県中世城館跡調査報告 . 3( 東三河地区 ) 1997
38 愛知県 愛知県中世城館跡調査報告 . 4( 知多地区 ) 1998
39 三重県 三重県埋蔵文化財調査報告 . 30 1976
40 三重県 三重の中世城館補遺 1981
41 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 1 1983
42 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 2 甲賀の城 1984
43 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 3 旧野洲・栗太郡の城 1985
44 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 4 旧蒲生・神崎郡の城 1986
45 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 5 旧愛知・犬上郡の城 1987
46 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 6 旧坂田郡の城 1989
47 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 7 伊香郡・東浅井郡の城 1990
48 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 8 高島郡の城 1991
49 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 9 旧滋賀郡の城 1992
50 滋賀県 滋賀県中世城郭分布調査 10 全県地名表・分布図・

索引
1992

51 京都府 京都府中世城館跡調査報告書 - 第 1 冊 - 丹後編 2012
52 京都府 京都府中世城館跡調査報告書 - 第 2 冊 - 丹波編 2013
53 京都府 京都府中世城館跡調査報告書 - 第 3 冊 - 山城編 1 2014
54 京都府 京都府中世城館跡調査報告書 - 第 4 冊 - 山城編 2 2015
55 京都府 京都府中世城館跡調査報告書　別冊 2015
56 大阪府
57 兵庫県 兵庫県の中世城館・荘園遺跡 : 兵庫県中世城館・荘

園遺跡緊急調査報告
1982

58 兵庫県 上郡町史　第 3 巻
59 奈良県

60 和歌山県 和歌山県教育委員会『和歌山県中世城館跡詳細分
布調査報告書』1998

1998

61 鳥取県 鳥取県教育委員会『鳥取県中世城館分布調査』第
２集（伯耆編）、2002 年

2002

62 鳥取県 鳥取県教育委員会『鳥取県中世城館分布調査』第
１集（因幡編）、2002 年

2002

63 島根県 出雲・隠岐の城館跡 1998
64 島根県 石見の城館跡 1997
65 岡山県
66 広島県 広島県中世城館遺跡総合調査報告書　第１集 1993
67 広島県 広島県中世城館遺跡総合調査報告書　第２集 1994
68 広島県 広島県中世城館遺跡総合調査報告書　第３集 1995
69 広島県 広島県中世城館遺跡総合調査報告書　第４集 1996
70 山口県 山口県中世城館遺跡総合調査報告書 長門国編 2017
71 山口県 山口県中世城館遺跡総合調査報告書 周防国編 2018
72 徳島県 徳島県の中世城館 2011
73 香川県 香川県中世城館跡詳細分布調査概報　平成 9 年度 1998
74 香川県 香川県中世城館跡詳細分布調査概報　平成 10 年度 1999
75 香川県 香川県中世城館跡詳細分布調査概報　平成 11 年度 2000
76 香川県 香川県中世城館跡詳細分布調査概報　平成 12 年度 2001
77 香川県 香川県中世城館跡詳細分布調査概報　平成 13 年度 2002
78 愛媛県 愛媛県中世城館跡分布調査報告書　1987 1987
79 高知県 高知県中世城館跡分布調査報告書　1984 1984
80 福岡県 福岡県の中近世城館跡 1 ( 筑前地域編 1) 2014
81 福岡県 福岡県の中近世城館跡 ２ ( 筑前地域編２） 2014
82 福岡県 福岡県の中近世城館跡 ３ ( 豊前地域編 ) 2016
83 福岡県 福岡県の中近世城館跡 ４ ( 築後地域・総括編 ) 2017
84 佐賀県 佐賀県の中近世城館　佐賀県中近世城館跡緊急

分布調査事業概要 ( 佐賀県文化財調査報告書　第
165 集 ) 

2005

85 佐賀県 佐賀県の中近世城館 第 1 集 ( 文献史料編 ) ( 佐賀県
文化財調査報告書　第 192 集） 

2011

86 佐賀県 佐賀県の中近世城館 第 2 集 各説編 1 ( 三養基・神
埼・佐賀地区 ) ( 佐賀県文化財調査報告書　第 201
集 ) 

2013

87 佐賀県 佐賀県の中近世城館 第 3 集 各説編 2 ( 小城・杵島・
藤津地区 ) ( 佐賀県文化財調査報告書　第 204 集 ) 

2014

88 佐賀県 佐賀県の中近世城館 第 5 集 各説編 4 ( 佐賀県文化
財調査報告書　第 213 集 ) 

2016

89 長崎県 長崎県中近世城館跡分布調査報告書 1 ( 地名表・分
布地図編 ) ( 長崎県文化財調査報告書　第 206 集 ) 

2010

90 長崎県 長崎県中近世城館跡分布調査報告書 2 (詳説編) (長
崎県文化財調査報告書　第 207 集 ) 

2011

91 熊本県 熊本県文化財調査報告 第 30 集 ( 熊本県の中世城
跡 )　1978

1978

92 大分県 大分県文化財調査報告書第 159 集 大分の中世城館　
第 1 集

2002

93 大分県 大分県文化財調査報告書第 160 集 大分の中世城館　
第 2 集

2003

94 大分県 大分県文化財調査報告書第 161 集 大分の中世城館　
第 3 集

2003

95 大分県 大分県文化財調査報告書第 162 集 大分の中世城館　
第 4 集

2004

96 宮崎県 宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書 1( 地名
表・分布地図編 ) 

1998

97 宮崎県 宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書 2( 詳説
編 ) 

1998

98 鹿児島県 鹿児島県の中世城館跡 ( 鹿児島県埋蔵文化財調査
報告書 ; 43) 

1987

99 沖縄県

2018 年 9 月 12 日現在確認したもの。誤
脱があればご教示いただきたい。
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城

name address rank

寺山城 寺

山城 川 山 田

城
川 山城 神

山

城 久 ノ谷

城 久 中

谷本 城 久 谷

谷城 久 城

城 久 野

日 田城 野 日 田大谷

谷城 山 谷

大山宮ヶ谷城 大山宮ヶ谷

谷 城 谷

城 野

城 野 谷

城 野

山城 野 山

山城 山 谷

尾城 山 谷

城 山 谷

城 山

城 山 山

城 山 谷

山城 大宮 尾

城ノ 城 山 日

大 城 山 ノ本

大野（ ）城 大宮 大野城山

久 城 大宮 久 日ヶ谷

高 城 大宮

本城 大宮 本 城

川城 野 川

日 城 宮 日 城山

山城 宮 山

野 城 根 野 谷

大 城 根 大 山

谷城 谷

大 城 大 中

谷城 谷

高 高

日 城 日 福谷

福 城 福 山

山 城 城屋 ノ

山 （ 山）城 屋 屋

山城 高

高野 城 高野

田城 田城

寺城 寺 ノ山

武ヶ （大 山）城 寺 谷

高 （ 山）城 高

田城 田
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城 中

山城 山

城

中田城 中田片山

（ 山）城

（ 谷）城 ノ谷

山城 山

（ 保 ）城 保

城 ノ山

ヶ谷城 ヶ谷

城 福 山 大 城山

城 福 山 大 谷

城 福 山 八 山

城 福 山 久野 大

城 福 山 大 谷

城 福 山

高 寺城 福 山 川

城 福 山 田野

山城 城山

山城 大 山

城 城山

田城 田高城

ヶ 城 大 ノ

城 高 谷

高城城 高城

山城館 高城

嶋 城 中 宮ノ谷

ヶ谷城 武 ヶ

日 谷城 八 本城

城 八 城山

城

ノ宮城 ノ宮

大戸城 日

田 城 日 田

片野城 日 縄手

城 八 城山

城 山

中 城 山

城 山

田城 田

神尾山城 宮前



根 城

name address rank

1 山城

山城 山

3春日城 春日

4 山城

5禅 寺城 八

6 山 山城

7城山城 々

8 田山城 保 山

9 山城 （ 田城 ） 田

10 見城

11高 城 大

城 （ ）

13 城

14八 山城 （ 田） 田 野 谷

15高 城 田

16 城 田 田

17 城山城 田

18 城 田 宮

19 山城 田 大

八 山城 田 大

寺 谷城館 寺 谷城館

山城

ヶ 城 田 田

屋 山城 屋

久 城 屋 久

山城 見

山城 大田 山 山中

山 城 大田 大 山

山城 川

30高 城

31 城 口羽

城 川本

33 城山城 川本 川本

34 山城 川本 谷戸

35 山城 （ 田） 田 田

36 城 田

37 本 城 田 城

38高城 田

39 野城 田 野

40 山城 田

41 尾城 田 尾

城 田

43 城 田

44 山城 田

45 城

46 日 城

47 野城 野 田

48 尾城 田

49 城 田

50 山城
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51本城 田

城

53 城 田 本

54 川城 田 大坪

55 田城 田 田

56 城 屋

57 城 本

58 城 田 田
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第２部
　中近世移行期における城館構成の変容と地域社会
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第１図
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第２図
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第３図
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第６図
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第７図 第８図

第９図 第 10 図
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第 12 図

第 13 図
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第 14 図

第 15 図



写真図版１

調査段階の上林城遠景 SB03 南から

SB03 床面から出土した小札 SX01

SA01　東から SA01　南西から

SD03 と直上の礎石 本丸南端　表土除去後（北から）
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6　仁木宏・福島克彦編　2015a、2015b

石
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竹内氏屋敷位置

園部城城門

第１図　竹内氏屋敷跡位置図



109

竹
内
氏
屋
敷

籾
井
城

細
工
所
城

八
上
城

第２図　荒木氏関連城館位置図
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第３図　細工所城縄張り図
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２ 出 部

氏 氏
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石
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関 図

山

山

津

城

陣

山城

野

大

第４図　南丹市園部町関連地図

第５図　宍人城館群（C 群）縄張り図
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50
0

B群

A群
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

推
定
土
塁

a
b

第 6 図　宍人城館群（A 群・B 群）縄張り図
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第７図　『御家譜伝記』掲載城館図（園部文化博物館　2001a より転載）

第８図　『御家譜伝記』掲載城館図トレース図（園部文化博物館　2001a より転載）



A 群Ⅱ・Ⅲ間の土塁

A 群Ⅰ　櫓台状遺構

A 群Ⅰ　a 箇所

A 群Ⅱ西側土塁

A 群Ⅰ　b 箇所

A 群Ⅰ　北側堀切

B 群東側虎口 B 群南側土塁屈曲部
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大堰川

日
野

寺

蟠根寺

屋

m宮

屋

第９図　宮町・木崎位置図

第１０図　荘園位置図



銭名 初鋳年 枚数 23 煕寧元宝 １０６８（〃） 119

1 開元通宝 ６２１（唐） 160 24 元豊通宝 １０７８（〃） 174

2 けん元重宝 ７５９（〃） 9 25 元祐通宝 １０８６（〃） 144

3 唐国通宝 ９５９（〃） 3 26 紹聖元宝 １０９４（〃） 42

4 宋通元宝 ９６０（宋） 5 27 元符通宝 １０９８（〃） 17

5 太平通宝 ９７６（〃） 12 28 聖宋元宝 １１０１（〃） 56

6 淳化元宝 ９９０（〃） 15 29 大観通宝 １１０７（〃） 17

7 至道元宝 ９９５（〃） 30 30 政和通宝 １１１１（〃） 44

8 咸平元宝 ９９８（〃） 24 31 宣和通宝 １１１９（〃） 8

9 景徳元宝 １００５（〃） 33 32 正隆元宝 １１５７（金） 1

10 祥符元宝 １００８（〃） 44 33 淳煕元宝 １１７４（南宋） 7

11 祥符通宝 １００８（〃） 18 34 紹煕元宝 １１９０（〃） 2

12 天禧通宝 １０１７（〃） 32 35 慶元通宝 １１９５（〃） 3

13 天聖元宝 １０２３（〃） 86 36 嘉泰通宝 １２０１（〃） 1

14 明道元宝 １０３２（〃） 4 37 開禧通宝 １２０５（〃） 4

15 景祐元宝 １０３４（〃） 32 38 嘉定通宝 １２０８（〃） 4

16 皇宋通宝 １０３８（〃） 185 39 紹定通宝 １２２９（〃） 5

17 至和元宝 １０５５（〃） 13 40 嘉煕通宝 １２３７（〃） 1

18 至和通宝 １０５５（〃） 11 41 淳祐元宝 １２４１（〃） 2

19 嘉祐元宝 １０５６（〃） 16 42 皇宋元宝 １２５３（〃） 11

20 嘉祐通宝 １０５６（〃） 30 43 咸淳元宝 １２６５（〃） 1

21 治平元宝 １０６４（〃） 30 44 不明 17

22 治平通宝 １０６４（〃） 3 合計 1475

園部町船阪出土銭分類目録

摩
気
神
社

第１１図　本梅川西岸関係地図
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第１２図　桐野河内郷関係地図

第１３図　高屋地区地名図
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第１４図　蟠根寺城と蟠根寺縄張り図
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第１５図　園部城跡発掘調査実測図
（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　2012 より転載

第１６図　園部城跡近世絵図と発掘調査区位置関係図
（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　2012 より転載
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第１７図　園部陣屋町における寺院創建年代図

第１８図　丹波国園部絵図（井戸田家文書・南丹市立文化博物館　2008 より転載
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第１９図　園部城略図（南丹市立
文化博物館　2008 より転載）

第２０図　園部陣屋町内寺院位置図
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1　丹波では亀山藩、綾部藩、福知山藩、篠山藩に加え、山家藩、柏原藩など数多くの藩に分かれてい
たため、数多くの城、陣屋が存在する。
2　織豊系城郭、織豊期城郭に関する研究は多数あり、ここで詳細に触れることはできないが、丹波に
関する城郭研究では若江茂氏の長年にわたる現地調査の成果があり、その成果は『丹波』や私家版の『口
丹波城郭総覧』などで公表されている。また高橋成計氏による成果もある。『丹波』誌面や八上城研究会『戦
国・織豊期城郭論』の中で、数多くの縄張り図を掲載している。その他織豊系・織豊期城郭では、福島
克彦　1994、同　1990 などがある。
3　ここですべての事例について検討するわけにいかないが、例えば長岡藤孝が丹後を拝領した際は、
宮津八幡山城へ入り後に宮津城、田辺城を築城している。丹波では八木城が守護所であったが、内藤氏
が没落し明智光秀の支配時に亀山城が築城されている。
4　加藤貞泰が文禄四年（1595）に美濃黒野四万石へ移封となった際、教徳寺を仮館とした例や、豊
後岡城へ入り大規模な修築を施した際は、「滋賀湖左衛門親次が旧居に御住居」（『中川史料集』）などと
ある。しかし仮館という性格上、必要がなくなれば廃棄されたり、別の目的に改変されその痕跡が残ら
ないことが多いと思われる。
5　『小畠文書』（『園部町史　史料編Ⅱ』所収）
6　南丹市教育委員会　2010
7　竹岡林氏は『新編物語藩史』第７巻「園部藩」の項、「丹波園部城」（日本古城友の会）で、「殿様
御屋敷取節書付覚帳」（『武部能文家文書』）を引用し、小出氏の園部入部の際の記事を引用するも全文
が不明で、今後の調査に期待される。
8　福島克彦　2005、若江茂　1999、京都府教育委員会　2013 など
9　若江茂・高橋成計らによる精力的な現地調査の成果があり、それらは園部町教育委員会　2002 や、
京都府教育委員会　2013 などに反映されている。
10　竹岡林　1980、京都府教育委員会　1982 などに記載されるが、竹岡林　1976 で概ね提示され
ている。
11　高柳光寿　1958
12　ー倉喜好　1959
13　『信長公記』天正 6 年 4 月 10 日条
14　「丹羽長秀書状」(『兵庫県史』中世 2 408)
15　篠山毎日新聞社　1931
16　多紀史蹟研究會『高城軍記』、高田紅濤　1980 などが刊本として刊行されている。
17　芦田確次ほか　1973
18　吉田清　1979
19　江戸期には小麦山山麓に園部城が築造され、大幅に改変を受けている。また現在は小麦山山頂は
公園となり、麓も開発を受け旧態を留めていない。
20　新人物往来社　1980
21　「園部村天満宮文書」（『大日本史料』第十巻之三）
22　森竹千代家文書『丹波志　姓氏部』（南丹市立文化博物館蔵園部町史編纂史料）
23　園部町教育委員会　1981
24　「薗部村天満宮文書」（『大日本史料』第八巻之七）
25　「八木豊信書状 (『大日本古文書』家わけ 九 吉川家文書之一 第九三号 )
26　『兼見卿記』天正 4 年正月 15 日条
27　『兼見卿記』天正 5 年 10 月 29 日条
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28　奥野高広 『織田信長文書の研究』758 号
29　『信長公記』天正 6 年 4 月 10 日条
30　『信長公記』天正 6 年 12 月条
31　八上城包囲に関しては、高橋成計　1988、後には八上城研究会　2000 などにおいても、八上城
の付城について検討が加えられている。
32　高橋成計　1988
33　永戸貞著・古川茂正　1974、『日本城郭大系』第 12 巻
34　史料１・２『園部町史』史料編Ⅱ、及び福島克彦　2000
35　史料３『園部町史　史料編Ⅱ』所収
36　小林家本一家文書「元和年中己未年八月五日小出伊勢守吉親公上完人村江御初入節御名前覚書」（園
部文化博物館『園部藩初代藩主　小出吉親』2001 年所収）
37　南丹市八木町に所在で、丹波では有数の規模の城郭である。
38　近隣の事例では、綾部市の山家城と山家陣屋、同じく綾部市の上林城と藤掛陣屋などがある。
39　『御家譜伝記』は宍人の個人が所有する文書で、小出家の家譜と所有者の家の記録である。活字化
はされていない。
40　園部文化博物館　2001a
41　園部町教育委員会　2005 参照。なお園部陣屋は明治維新に際し櫓や釘貫門付近に新たに堀を設け、
名実ともに「城」となっている。またその際大手の釘貫門周辺は堀は設けられていなかったが、幕末に
新たに堀が掘られている。つまり大手周辺に新たに堀を掘ることが城として重用であったことがうかが
える。
42　史料３（『園部町史　史料編Ⅱ』所収）
43　園部町教育委員会　2005
44　若江茂　1999 に「本丸入り口の左右の土塁の高さは丹波須知・上野城と同じく約３ｍあったが第
二次世界大戦中に学校建設計画や芋畑のために土塁を削り取ったため現在は半分位の高さが残ってい
る。この土砂は本丸と（仮）二ノ丸の間の空堀に一部埋め立てられ浅く狭くなっているが、現在、土橋
の左右と本丸から（仮）北ノ丸へ渡る土橋付近が旧状を留めており、元は深さ３ｍ、幅五～六 m であっ
たと考えられる」と記す。これは宍人在住で本会会員小林本一氏からの聞き取りで筆者も直接お話を伺っ
ている。なお本丸は本論で言う A 群曲輪Ⅰ、二ノ丸は曲輪Ⅱ、Ⅲ、北ノ丸は虎口 a のある曲輪である。
45　福島克彦　2005
46　史料４『園部町史　史料編Ⅱ』所収
47　小畠氏に関する研究としては、竹内秀雄　1968、中西裕樹　2001、南丹市教育委員会　2010 な
どがある。
48　史料３『略史前録草案』（『園部町史　史料編Ⅱ』所収）
49　史料５『小林久兵衛日記』（『園部町史　史料編Ⅳ』所収）
50　水本邦彦　2001、水本邦彦　2002
51　小出吉親公憲章会　1987
52　園部町教育委員会『園部町史　 史料編』第 2 巻　1981 年、園部文化博物館　2002
53　園部文化博物　2002、京都府教育委員会　1983
54　京都府教育委員会 1998
55　図２参照、犬持雅哉　2004
56　高屋茂男 　2005a
57　「細川晴国感状写」（波多野家文書『内閣文庫所蔵諸家文書纂』）、細川晴国は丹波から山城北西部
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を中心に、天文２年頃に活発に活動している。木崎での合戦は、黒田城（園部町黒田）から上木崎城（園
部町上木崎・河原町）にかけての山がかかわっていると推察される。
58　図３参照、竹内秀雄　1968
59　高屋茂男　2004b
60　園部文化博物館　2001b、高屋茂男　2005b
61　福島克彦　2000、中西裕樹　2001、福島克彦　2005
62　図４参照、一倉喜好　1959、高屋茂男　2005c
63　「丹波用木注文案」東京大学史料編纂所影写本小野均氏旧蔵文書
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図２　関ヶ原前後の大名配置
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第１０図　真山城と白鹿城位置図

第９図　真山城と白鹿城・末次城位置図
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第１２図　日野郡位置図　

第１３図　亀井山城跡・日野銀山位置図
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第１６図　亀井山城中心部復元図（アミカケは石垣）
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写真図版

A 東側の高石垣 b 東側の段築された石垣（左奥に２段目の
石垣が見える）

a 南東の石垣 L 字部分

A 南側のシノギ積石垣

A 東の高石垣（奥に b の張り出した石垣が見える）

b 西側の大型石材

c 東側の石垣隅部 A 西側の石垣縦目地の通る部分
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1　勝山城（島根県安来市）は、第１部第３章で扱ったように毛利元就の本陣が置かれたと伝わる城館
であるが、畝状空堀群の上部の曲輪に「折れ」が見られる。これは千田嘉博氏や村田修三氏が指摘して
いる。その他、毛利氏が播磨上月城を攻めた際の、毛利方の仁位山城にも畝状空堀群が見られ（中井均　
1987）、毛利氏が畝状空堀群を使用したこと自体は間違いない。
2　高屋茂男　2017 などで出雲、石見については検討した。
3　筆者は近畿から中国地方で畝状空堀群が多く分布する美作、安芸などでの調査が十分行えておらず、
今後の課題てある。
4　『天橋立紀行』には諸本あり、誤記が見られることはすでに指摘されているが、それらを踏まえた
検討も必要である。
5　西日本では城館での竪穴建物の検出例は東国に比べて少なく、今後の調査例の増加に期待されるが、
2018 年に島根県・普源田砦で検出されている。島根県埋蔵文化財調査センター　2018



石
石
石

石

石
石 石

石
石

石

渓
石

石

石
石

石

石 石



石
石

石

石



石

石
石 石

石

石 石

石
石

石 石

石 石

石

石

石

石





石

石

石



初出

序章　　　新稿

第１部　城館遺構の分析と大名勢力
　第１章　畝状空堀群の研究史と視点
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　　　2002、「島根の畝状空堀群～松江市宍道町城山城跡の再検討～」中国・四国地区城館調査検討会『西国
　　　城館論集Ⅱ』2012、「畝状空堀群」『中世城館の考古学』2014 などをもとにし、改稿した。

　第３章　畝状空堀群の地域的特質に関する検討

　　　「丹波地方の畝状空堀群について～城館の斜面防御施設～」『京都の城・溝・館 』京都府埋蔵文化財研究会、
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　　　「日置谷城」『近畿の城郭Ⅰ』2014 をもとにし、改稿した。

　第３節　発掘調査成果からみた上林城の構造
　　　新稿

第２章　丹波国船井郡園部における事例検討

　第１節　園部陣屋成立前史～中世薗部城の検討を通して～
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　　　「山陰」『第 19 回中国四国城館調査検討会岡山大会　中国四国における織豊系城郭の成立と展開』2014
　　　をもとに改稿

　第２節　城郭の改修と維持～出雲真山城を事例に～
　　　「真山城跡にみる中世城館の改修と維持主体の関係性」『山根正明先生古希記念誌刊行会　地域に学び、
　　　地域とともに』2017
　　　

　第４節　伯耆亀井山城の構造と意味
　　　新稿
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